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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期

第３四半期
連結累計期間

第52期
第３四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,774,220 4,806,399 6,092,082

経常利益 (千円) 542,149 652,010 610,378

四半期(当期)純利益 (千円) 300,712 341,296 331,671

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 298,827 346,745 324,380

純資産額 (千円) 5,814,728 6,112,599 5,840,252

総資産額 (千円) 7,361,694 7,442,826 7,201,670

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 60.63 68.81 66.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 79.0 82.1 81.1

　

回次
第51期

第３四半期
連結会計期間

第52期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 26.87 24.86

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度

を導入しておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。

４　第51期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復旧に伴い企業活動や個人消

費は回復傾向にありましたが、欧州の財政・金融不安や世界経済の減速懸念の高まり、急激な円高の長期

化など、極めて不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、震災の影響に伴う自粛ムードも弱まり回復基調が見られておりますが、消費

者の低価格志向や少子高齢化、所得の伸び悩みなど、全般的に、依然厳しい環境で推移しております。回転

寿司の業界大手や丼物チェーン各社においては、お客様の低価格志向に対応するため、店舗の運営効率化

を目指した施策は勿論のこと、価値ある商品づくりや経営管理努力などにより、業績が比較的堅調に推移

しております。

このような情勢の中、当社グループは、震災で開催を延期していた当社独自の展示会「スズモフェア東

京」「スズモフェア北海道」を第３四半期において順次開催し、多くのお客様に品質性能や使い勝手な

どをご理解頂けるよう努力いたしました。

販売状況につきましては、主力製品の小型シャリ玉成形機や飯盛り付け機などを中心に積極的な販売

活動を展開いたしました。海外については、円高の長期化の影響を受けながらも、アジア、ヨーロッパ地域

を中心に積極的な販売活動を展開いたしました。また、子会社の株式会社セハージャパンについては、ア

ルコール系洗浄剤・除菌剤や離型油など積極的に販売活動を展開いたしました。

このような結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は48億６百万円(前年同期比0.7％増)

となりました。また、利益につきましては、営業利益６億48百万円(前年同期比21.4％増)、経常利益６億52

百万円(前年同期比20.3％増)、四半期純利益３億41百万円(前年同期比13.5％増)となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

(米飯加工機械関連事業)

米飯加工機械関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は44億23百万円(前年同期比1.8％増)、営

業利益は主力製品が大きく利益に貢献し６億52百万円(前年同期比21.7％増)となりました。

　
(衛生資材関連事業）

衛生資材関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は３億82百万円(前年同期比11.0％減)、営業

利益はアルコール製剤の在庫調整の影響を受けて２百万円(前年同期比47.7％減)となりました。
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(2)財政状態の分析 

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億41百万円増加し74億42百

万円となりました。これは主に、現金及び預金が80百万円減少した一方で、受取手形及び売掛金が１億33

百万円、投資有価証券が１億18百万円、たな卸資産が80百万円増加したことなどによるものであります。

　

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ31百万円減少し13億30百万円と

なりました。これは主に、買掛金が70百万円増加した一方で、未払法人税等が84百万円、賞与引当金が54百

万円減少したことなどによるものであります。

　

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億72百万円増加し61億12百

万円となりました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払74百万円により減少したこと、四半期純利益

により３億41百万円増加したことなどによるものであります。

　
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は60百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,960,000 4,960,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
単元株式数は100株であります

計 4,960,000 4,960,000― ―

(注)　　提出日現在の発行数には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ─ 4,960 ─ 571 ─ 399

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,959,600
49,596 同上

単元未満株式
普通株式

300
― 同上

発行済株式総数 4,960,000― ―

総株主の議決権 ― 49,596 ―

（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式56株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鈴茂器工株式会社

東京都練馬区豊玉北
２－23－２

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

鈴茂器工株式会社(E01724)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,308,591 2,228,117

受取手形及び売掛金 871,876 1,005,826

たな卸資産 833,889 914,722

繰延税金資産 108,634 105,072

その他 34,264 78,065

貸倒引当金 △1,210 △1,256

流動資産合計 4,156,046 4,330,548

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,341,211 1,296,016

土地 983,856 983,856

その他（純額） 128,642 130,848

有形固定資産合計 2,453,710 2,410,720

無形固定資産

のれん 14,924 9,327

その他 25,466 36,525

無形固定資産合計 40,391 45,853

投資その他の資産

投資有価証券 233,447 352,233

繰延税金資産 158,679 157,808

その他 172,641 159,445

貸倒引当金 △13,244 △13,784

投資その他の資産合計 551,522 655,703

固定資産合計 3,045,624 3,112,277

資産合計 7,201,670 7,442,826

負債の部

流動負債

買掛金 243,975 314,172

短期借入金 23,720 23,000

未払法人税等 253,547 169,378

賞与引当金 116,867 62,435

その他 296,837 317,377

流動負債合計 934,947 886,363

固定負債

退職給付引当金 278,749 298,576

役員退職慰労引当金 7,933 8,658

その他 139,787 136,627

固定負債合計 426,470 443,862

負債合計 1,361,418 1,330,226
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 571,200 571,200

資本剰余金 399,850 399,850

利益剰余金 4,853,094 5,119,993

自己株式 △89 △89

株主資本合計 5,824,055 6,090,953

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,196 21,645

その他の包括利益累計額合計 16,196 21,645

純資産合計 5,840,252 6,112,599

負債純資産合計 7,201,670 7,442,826
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 4,774,220 4,806,399

売上原価 2,645,339 2,561,927

売上総利益 2,128,880 2,244,471

販売費及び一般管理費 1,594,391 1,595,583

営業利益 534,489 648,887

営業外収益

受取利息 3,809 3,541

受取配当金 2,121 1,630

受取保険金 2,000 －

その他 2,426 2,482

営業外収益合計 10,358 7,654

営業外費用

支払利息 1,028 520

手形売却損 351 333

売上割引 1,317 2,676

保険解約損 － 1,000

その他 0 0

営業外費用合計 2,697 4,531

経常利益 542,149 652,010

特別利益

有形固定資産売却益 － 109

貸倒引当金戻入額 1,507 －

特別利益合計 1,507 109

特別損失

有形固定資産除却損 279 13

災害による損失 － 2,682

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,327 －

特別損失合計 10,606 2,695

税金等調整前四半期純利益 533,049 649,424

法人税等 232,337 308,128

少数株主損益調整前四半期純利益 300,712 341,296

四半期純利益 300,712 341,296
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 300,712 341,296

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,885 5,449

その他の包括利益合計 △1,885 5,449

四半期包括利益 298,827 346,745

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 298,827 346,745
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年12月31日)

１．税金費用の計算

 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　　　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形割引高 23,178千円 25,644千円

受取手形裏書譲渡高 133,294 〃 135,655 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 90,630千円 107,139千円

のれんの償却額 5,596 〃 5,596 〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 74,399 15平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 74,397 15平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
    調整額    
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２米飯加工機械 　　

関連事業
   衛生資材    
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,344,363429,8564,774,220 ― 4,774,220

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,344,363429,8564,774,220 ― 4,774,220

セグメント利益 536,196 3,890 540,086 △5,596 534,489

　(注)１　セグメント利益の調整額△5,596千円は、のれん償却額であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
    調整額    
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２米飯加工機械 　　

関連事業
   衛生資材    
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,423,638382,7614,806,399 ― 4,806,399

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,423,638382,7614,806,399 ― 4,806,399

セグメント利益 652,448 2,036 654,484 △5,596 648,887

　(注)１　セグメント利益の調整額△5,596千円は、のれん償却額であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 60円63銭 68円81銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 300,712 341,296

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 300,712 341,296

普通株式の期中平均株式数(株) 4,959,928 4,959,844

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度を導入して

おりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月９日

鈴茂器工株式会社

取締役会  御中

　

優  成  監  査  法  人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    須  永  真  樹      印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    陶  江      徹      印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂
器工株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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